
【研究主題】

児童生徒の自分らしい未来につながる
「個別最適な学び」の探究

～ 一人一人の「学びのつながり」を手掛かりとして ～
（2年次）

令和８年度 公開研究会のご案内

宮城教育大学附属特別支援学校 令和8年度 公開研究会 一次案内

【開催形態・参加費】
①来校参観＋後日オンデマンド視聴
〈参加費〉 1,000円

②後日オンデマンド視聴のみ
    〈参加費〉 無料

【内容】
✦午前：全体会、研究授業、研究概要報告
✦午後：ポスターセッション、分科会、講演会

【申し込み】
✦ 11月下旬の二次案内でお知らせいたします。

─KEY WORDS─

全ての子供の「個別最適な学び」

一人一人の「力を発揮しやすい条件」

学びの記録×生成AI

来校参観
令和９年
２月５日（金） 後日オンデマンド視聴

令和９年

２月１９日（金）

～３月１９日（金）

〈予定〉

✦本校研究テーマについての概要、講演会については裏面をご覧ください。

※オンデマンド視聴に授業動画
は含まれません。

※研究概要報告及び講演会の動画をご覧
いただけるほか、学習指導案等の資料
をダウンロードいただけます。



【本校研究テーマについて】
本研究は、全ての子供にとっての「個別最適な学び」を形にしていく研究です。学んだことがその子供の中に残り、

その後の学びや日常に生きている姿を、私たちは「学びのつながり」と呼んでいます。本研究では、この「学びのつな
がり」を手掛かりに、一人一人の“力を発揮しやすい条件”を探ります。そしてその積み重ねが、自分らしく力を発揮し、
よりよく生きていく「自分らしい未来」へとつながっていくと考えています。この取組を支えるのが、学びの記録を蓄積
する本校独自のデータベース「M-FOCUS」と、その記録を生成AIで分析・可視化するシステム「MIERU+」です。
当日は、一人一人の学びの記録を活用した授業づくり・単元づくりの在り方をご提案します。

✦「今日の学び」を「未来につながる学び」へ！

【ＨＰ】https://tokushi.miyakyo-u.ac.jp/
【連絡】０２２－２１４－３３５３（研究主任：山路）

各教科等を合わせた指導から考える
『個別最適な学び』の可能性（仮題）

講師

植草学園大学名誉教授/全日本特別支援教育研究連盟理事長 名古屋恒彦 様
  

『知的障害教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」』 東洋館出版社
『確かな力が育つ知的障害教育「各教科等を合わせる指導」Ｑ＆Ａ』 東洋館出版社
『「各教科等を合わせた指導」と教科の考え方』 教育出版 … など著書多数

【講演会について】

01

見取る。
02

語り合い、
記録する。

03
次の学びを
形にする。

一人一人の

「学びのつながり」

私たちが積み重ねる三つの取組

学びの記録を生かす仕組み

M-FOCUS × MIERU+

M-FOCUSに記録を蓄積し、

MIERU+で分析・可視化します。

根拠となる記録と照らし合わせながら、

一人一人の次の学びを考え、形にします。 ✦ MIERU+の紹介動画はこちらから
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